
は
や
ま
湖
の
魅
力
を
発
信
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す
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ご寄付ありがとう（3月31日現在）

○村社会福祉協議会
　▶ 佐須農業まつり実行委員会　　　金7,039円
　▶ 相馬総合卸売市場祭実行委員会　金35,500円
　▶ 金澤チヨノさん（大久保・外内）　金50,000円
○いいたてっ子未来基金
　▶ 山口春己さん（上飯樋）　　　　　金50,000円

　

幼
稚
園
修
了
式
・
小
中
学
校
卒

業
式
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し

た
▽
「
仰
げ
ば
尊
し
」「
蛍
の
光
」

世
代
の
私
に
は
、「
旅
立
ち
の
日

に
」
や
「
最
後
の
チ
ャ
イ
ム
」
な

ど
近
頃
の
卒
業
ソ
ン
グ
の
種
類
の

多
さ
に
も
驚
き
で
し
た
▽
４
月
１

日
を
雪
景
色
で
向
か
え
た
飯
舘
村

▽
寒
さ
に
も
負
け
な
い
温
か
い
紙

面
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
１
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成２１年度全国統一防火標語

消えるまで

ゆっくり火の元　にらめっこ

２月の出動 火災 0件 （1月からの累計 1件）
 救急16件 （1月からの累計 35件）

火災・救急情報

▲４者で交わされた合意書（写真左手前より）菅野真野ダム管理事務所長、堀内相
双建設事務所長、大久保行政区長、菅野村長（写真後方）大倉並びに上栃窪のみ
なさん

▲「ボート用の斜路」の前でのテープカット

　

大
倉
体
育
館
に
お
い
て
、
村
、
大
倉
行
政
区
、

相
双
建
設
事
務
所
、
真
野
ダ
ム
管
理
事
務
所
の

４
者
が
「
合
意
書
」
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。
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こ
れ
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
福
島

県
の
事
業
、「
元
気
ふ
く
し
ま
、
地

域
づ
く
り
・
交
流
促
進
事
業
」
で
整

備
し
て
き
た「
は
や
ま
湖
交
流
広
場
」

が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い
、
地
域
住

民
と
行
政
が
協
働
し
て
は
や
ま
湖
周

辺
地
域
の
豊
か
な
自
然
資
源
を
保
全

し
な
が
ら
交
流
を
促
進
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

締
結
式
は
、
大
倉
と
上
栃
窪
の
住

民
ら
が
見
守
る
中
、
菅
野
村
長
、
大

久
保
勝
治
行
政
区
長
、
堀
内
進
相
双

建
設
事
務
所
長
、
菅
野
寛
一
郎
真
野

ダ
ム
管
理
事
務
所
長
が
合
意
書
に
署

名
し
、
今
後
の
交
流
の
促
進
の
た
め

の
利
活
用
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、締
結
式
後
、完
成
し
た
「
ボ
ー

ト
用
の
斜
路
」
の
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
も
行
い
ま
し
た
。

　

大
倉
行
政
区
の
大
久
保
区
長
は

「
は
や
ま
湖
ウ
オ
ー
ク
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が

ら
、
多
く
の
人
に
は
や
ま
湖
の
良
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。


